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「発達 と障害 を探 る」 シ リーズ三部 作 「コ ミュニケー シ ョンという謎』、「遊 び とい う謎』、

「能力 という謎』 は、 日本発達心理学会 における自発的 な分科会活動の1っ 、 発達 障 害分科

会 によ って企画 された ものである。発達障害分科会 では、「障害か ら発達 を考 え る、 ま た発達 か

ら障害 を考 える」 とい うことが、分科会発足 当初 か らの基本姿勢 とされてい るとい う。 ノーマ ラ

イゼー ション、 イ ンクルー ジョンとい った、障害 を もっ人 々をめ ぐる社会的 な流 れに も影響 を受

ける中で、分科会の メ ンバ ーが、 日々の研究や実践活動を とお して、 自 らの発達 のパ ラダイムを

問 われ るよ うな事態 に直面 してきていることが、 この基本姿勢 にっ いて議論 を深 める基盤 とな っ

て きた(「 まえが き」)。 こうした社会 的動 向については、障害 を もっ人 々の権利 の保 障 が、 形

式 にとどま らず本質 にお いて なされて いるか ど うか という点で問われて いかね ばな らないが、上

述の ような分科会の理念 は、生 きて いる限 り、すべての人 々が発達 の可能性を持っ とい うことが

科学 的 に認識 され、障害を もつ場合 も含めた発達 の理論 が構築 されて いくことに向 けて、歩 を進

め るものであ るとと らえ ることがで きよう。

さて、 本書 においては、8名 の著 者がそれぞれ1章 を担 当 し、独 自の経験 や研究成 果をふんだ

んに盛 り込 みなが ら 「コ ミュニケー シ ョンとい う謎」 にアプ ローチ している。

「コ ミュニケー シ ョン(communication)と い うことばは、共 同の、共通 の(common)と い

う意味 の ラテ ン語 か らきて」 いる とい う(や まだ氏、本書第1章)。 で は、 コ ミュニ ケ ー シ ョン

とは何 だろ うか。本書 の著者 の1入 で もあ る菅原氏 は、 コ ミュニケー ションとい う広 い概 念を定

義 しよ うとす る試 みを整理 し、 それ ぞれの特長 や問題点を指摘 して いる。彼 の論考 は、現状 にお

いて 「コ ミュニケーシ ョンとはなにか」 という問 いに単一の回答を要求す ることの困難 さを示 す

とと もに、定義 を確定す る前 に、 なおゆるやか な枠組みの中で検討 され るべ き コ ミュニケー ショ

ンの姿が あるので はないか ということを示唆 して いるように思われ る。

本書の著者 たち も、 た とえば、「コ ミュニケー ション、人 と人 とが心 を通 じ合 わせ る、 相手 の

気持 ちを理解 す る」(「 は しが き」)、 「コ ミュニケーシ ョンとは、共通 の もの をっ くりだす営 み

だ といった らよいで しょうか」(や まだ氏、本書第1章)と いうように、枠組 みを あえ て ゆ るや

かに設定 す ることによって、世 間一 般 にはコ ミュニケー ションとみな されない(か もしれ ない)

..



よ うな現象 にも光を当て ようと して いるところがあ る。 本書 が、 「身体 とことば」 「リズ ムと こ

とば」 「文脈 とこころの理解」 とい う三部構成 によ って編 まれてい ることは、 特 に、 「今 まで コ

ミュニケー シ ョンの問題 は、 哺語 か ら言語 への発達、語彙 や文法 の獲得 な ど、言語 その ものに中

心化 されす ぎて」(「 は しが き」)き たことへ の反 論 と して と らえ ることがで きるだろう。

本書 の内容 にっいて、 ここでは、各章 の タイ トル と著者名を記 し、構成部 ごとに短 い総括を行 っ

て お く。

まず、「第1部 身体 とことば」 は、「第1章 身 のことば と しての指さ し」(や まだようこ氏)、

「第2章 まな ざ しを共有す ることと自閉症」(別 府哲氏)、 「第3章 重 い遅 れ と通 じ合 う身体」

(大 井学氏)の3章 か ら成 る。 第1部 で は、話 しことばを獲 得 していない乳児 あ るい は障害 を も

つ幼児の、 ノ ンバ ーバ ルコ ミュニケーシ ョンの問題が取 り上 げ られて いる。身振 りを 「言語 より

も発達的に低次の行動 と位置づ けて はな ら」ず、それ 自体の発達変化 プロセスを 「発達 にお ける

喪 失の意義」 を も含めて検討す ること(や まだ氏)、 自閉症 を コ ミュニケ ーシ ョ ン能 力 の障害 と

い うだけで はな く 「コ ミュニ ケーシ ョンの どの レベルに能 力障害を もって いるのか」を検討 して、

指導や援 助の視点にっな げて い くこと(別 府氏)、 ことばか身振 りか と二者 択一 的 に と らえ るの

で はな く、両 者の重 な りに注 目 して通 じ合 いの しくみを浮 き彫 りにして いくこと(大 井氏)、 等々、

各氏 の主張 は、今後 の ノ ンバーバル コ ミュニケー シ ョン研 究の方向性を示唆す るもの とな ってい

る。

続 く 「第II部 リズム とことば」 は、 「擬態語 ・擬音語 とか らだ」(遠 矢浩一氏)、 「反響 と反

復 長 い時間のなかの コ ミュニケー シ ョン」(菅 原和孝氏)の2章 か ら成 る。 ここでは、言語

学 において長 く主要 な研究対象 とされなか った擬音語 や擬態語 が、実 は語用論 的に重要 な意味 を

もっている こと(遠 矢氏)、 通常、 自閉症児 の コ ミュニ ケ ー シ ョン障害 の特 徴 の1っ とされ る

「お うむ返 し」や 「繰 り返 しJが 、家庭内で 自然な コ ミュニ ケーシ ョン手段 とな る場合 が あ る こ

と(菅 原氏)な どが トピックとされている。「コ ミュニケー シ ョンの本質 を情報 の伝達 とその解

読 に もとめ る記号論 のモデルに頼 っていては」(菅 原氏)見 失 って しまうような 「通 じ合 い」 の

姿 が存在す るとい う指摘 か ら、 「コ ミュニケーシ ョンとはな にか」 という問題 を改 め て考 え させ

られ る。

最後の 「第 皿部 文脈 とこ ころの理解」 は、「会話 が成立 す るとき しない とき」(秦 野悦子氏)、

「"ふ り"が 通 じ合 うとき一 ふ り遊 びの始 まりと心 の理解～ 」(木 下 孝 司氏)、 「関係が 変 わ る

とき」(鯨 岡峻氏)の3章 か ら成 る。人 と人 とが会話す る時、両者 の発話意 図 はお互 いに どの よ

うに理解 され てい くのか(秦 野氏)、"ふ り"遊 びを行 う1歳 児 は、他者 の"ふ り"に 込 め られ た意

図を どのよ うにとらえて いるのか(木 下氏)、 障害 を もっ子 ど もとの関係 にお いて何 かが変 わ っ

た と関わ り手 に思 われ るときには、何が変わ り、誰 に何 が変 わ った と受 け とあ られて い るのか

(鯨 岡氏)。 直接的 に目で見た り耳で聞 いた りす ることはで きな い、場面 の文脈や心の動 き そ

こでの 「通 じ合い」 が あるとい う前提の もとで こそ、 コ ミュニ ケー シ ョンの手段 と して言語 を用
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いる意義が ある とい うことが再認識 される。

以上、本書 の内容 にっ いて大 まか に記 してきたが、最後 に、本書 の魅力 と して評者が感 じたこ

とを比喩的 に述べ ておきたい。前述 のよ うに、本書 では、「コ ミュニケ ーシ ョンとはな にか」 と

い う定義 には拘泥せず、各著者が独 自の立場か ら 「コ ミュニケーシ ョンという謎」 に積 極的なア

プローチを行 って いる。 その様相 は、 さなが ら、8名 の卓越 した ダンサーによって、舞台上で次々

に 「コ ミュニケーシ ョン」 というテーマの創作舞踊が披露 されて い くかの ようであ る。 終演をむ

かえた時、観客の心 には、 コ ミュニケ ーシ ョンというものの新 しいか たちが、 イメー ジと してた

ちのぼ って くるので ある。 ぜ ひ、 多 くの人 々に、 この舞 台へ と足 を運 んでいただ きたい と思 う。

(日 本学術振興会特別研究員)
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